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0プロジェクト成果報告
．内容
(1）プロジェクトの背景・目的
ヘテロ原子一ヘテロ原子結合を有する化合物はその高い反応性や特異な電子
系を有することから、新しい反応や機能の発現に期待が持たれている。例えば、
14族元素を主とするケイ素－ケイ素結合を有するポリシランはその主鎖骨格の
シグマ電子が動きやすく、 HOMO及びLUMOレベルは炭素－炭素二重結合のそれに
匹敵し、結合電子のシグマ共役に起因して、紫外吸収、伝導性あるいは正孔輸
送特性などの興味深い性質を示し、ナノテクノロジーの観点から多くの注目を
集めている。また、15,16族元素を主とした（SN)xは、一次元伝導体として働き、
0. 3Kの温度で超伝導性を示すことや， TTFとTCNQの電化移動錯体が温度を下げ
ると電気電導度が増大するなどの合成金属としての機能が発見されて以来、多
種多様な環状、非環状化合物が合成され、精力的に新規機能物質として探索さ
れている。
当研究室ではS-N三重結合をもっフルオロール6スルファンニトリル（1）の構造、
及びその反応性について研究を行ってきた。また最近当研究室で、化合物1から
S－フルオロー S,S－ジフェニルイミノスルホニウム塩（3）の合成・単離に成功した。
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フロロイミノスルホニウム塩は非常に珍しい化合物であり、通常不安定なハ
ロスルホニウム塩が単離されたことは非常に興味が持たれる。そこで化合物3と
求核剤との反応を行い、様々な新規イミノスルホニウム塩を合成した。さらに、
アルコールとの反応によりアルコキシイミノスルホニウム塩（4）の合成、及びア
ルキル化剤として利用することを検討した。この化合物3は水で、加水分解されて、
N司エチルイミノスルホキシイミン（5）を定量的に与え、一級アミンによりスルホ
ジイミド、二級アミンによりアミノイミノスルホニウム塩を与えた。これらの
ことからS上の置換反応が起こりやすい化合物であることが分かつた。
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(2）研究成果
フルオロイミノスルホニウム塩の反応性を検討するためさらに各種求核剤
との反応を検討した結果、一級アミンとの反応ではスルホンジイミン、二級ア
ミンとの反応ではアミノイミノスルホニウム塩、アミドとの反応ではんLアシ
ルスルホンジイミンが得られた。また、フェノール類との反応ではフエノキシ
イミノスルフオニウム塩が得られたのに対して、チオールとの反応では、還元
が起こり、 N-Etスルフィルイミンとジフェニルスルフィドを与えた。
これらのうち N－アリールスルホンジイミンやフエノキシイミノスルフオニ
ウムは単離は出来るが、穏やかな条件で分解しスルフィドと真っ黒な樹脂状の
物質を与えた。この物質の性質については現在検討中である。
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(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想
（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想）
(5）利用施設
反応生成物の構造解析のために質量分析を年に2～3回行った。
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